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一
、
は
じ
め
に

　

一
―
一
、
問
題
の
所
在

中
国
禅
宗
の
五
家
の
一
派
で
あ
る
雲
門
宗
は
、
そ
の
宗
祖
で
あ
る
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
氏
、
鈴
木
哲
雄

氏
、
永
井
政
之
氏
な
ど
の
先
達
が
研
究
さ
れ
、
そ
の
伝
記
・
思
想
の
両
面
に
亘
っ
て
一
定
の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雲
門
四
世
の
雪
竇
重

顕
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
に
つ
い
て
も
、「
雪
竇
頌
古
」
の
作
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
柳
田
聖
山
氏
や
永
井
政
之
氏
の
研

究
成
果
が
あ
る
。

し
か
し
、
雲
門
文
偃
と
雪
竇
重
顕
の
間
に
い
る
、
具
体
的
に
は
雲
門
二
世
の
香
林
澄
遠
（
九
〇
八
～
九
八
七
）
や
雲
門
三
世
の
智
門
光
祚
（
生
没

年
未
詳
）
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
間
で
仏
法
の
伝
灯
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
伝
記
及
び
思
想
に
つ
い
て
未
解
明
の
部
分
が
少
な
く
な

い
よ
う
に
思
う
。

本
論
文
は
、
五
代
十
国
時
代
か
ら
北
宋
初
期
の
過
渡
期
に
活
躍
し
た
香
林
澄
遠
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
記
と
思
想
に
つ
い
て
探
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
雲
門
か
ら
雪
竇
に
法
灯
が
伝
わ
る
過
程
で
何
が
受
け
継
が
れ
、
何
が
変
化
し
た
の
か
を
解
明
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
論

文
は
寄
与
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
―
二
、
先
行
研
究

　

香
林
澄
遠
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
思
想
面
で
言
及
し
た
忽
滑
谷
快
天
氏
の
『
禅
学
思
想
史
』（
玄
黄
社
、
一
九
二
三
）
と
、
伝
記
を
在

香
林
澄
遠
の
伝
記
と
思
想

角
　
　
田
　
　
隆
　
　
真　
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俗
居
士
と
の
関
係
に
注
目
し
て
研
究
し
た
鈴
木
哲
雄
氏
の
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』「
北
宋
期
の
知
識
人
と
禅
僧
と
の
交
流
」（
山
喜
房
仏
書

林
、
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。

二
、
香
林
澄
遠
の
伝
記

香
林
澄
遠
の
伝
記
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
、
先
に
挙
げ
た
鈴
木
氏
の
研
究
の
み
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
右
研
究
に
お
い
て
、
香
林

澄
遠
の
略
歴
と
と
も
に
、
宗
寿
及
び
宋
璫
と
い
う
知
識
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
伝
記
に
つ
い
て
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』（〔
大
正
蔵
〕

第
五
一
冊
所
収
、
以
下
『
伝
灯
録
』）
巻
二
三
、『
建
中
靖
国
続
灯
録
』（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
所
収
、
以
下
『
続
灯
録
』）
巻
二
、『
聯
灯
会
要
』（〔
続

蔵
〕
第
七
九
冊
所
収
）
巻
二
六
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
鈴
木
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
香
林
澄
遠
の
略
歴
を
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（
（

。

香
林
澄
遠
、
姓
は
上
官
氏
、
漢
州
（
四
川
省
）
綿
竹
の
人
で
あ
る
。
成
都
真
相
院
で
出
家
し
、
十
六
歲
で
具
足
戒
を
受
け
る
。
後
に
蜀
を
離
れ
て

秦
に
行
き
、
程
な
く
し
て
荊
湘
（
湖
南
省
）
を
訪
れ
、
竜
牙
居
遁
（
八
三
五
～
九
二
三
）
に
参
じ
た
。
そ
し
て
、
山
を
越
え
て
広
東
に
行
き
、
雲
門

匡
真
禅
師
に
参
じ
て
開
悟
す
る
。
雲
門
に
一
八
年
間
参
じ
た
後
、
成
都
に
帰
り
、
導
江
水
請
宮
吳
将
軍
院
に
住
し
た
。
九
六
四
年
、
嘉
王
に
請
せ
ら

れ
て
香
林
禅
院
に
住
し
た
。
九
八
七
年
二
月
、
知
府
の
宋
璫
に
請
わ
れ
て
普
安
院
に
住
す
る
。
同
月
十
三
日
、
坐
し
て
逝
去
し
た
。

　

伝
記
に
つ
い
て
は
、『
続
灯
録
』
が
最
も
詳
し
い
が
、『
聯
灯
会
要
』
及
び
『
五
灯
会
元
』
に
は
、
香
林
澄
遠
の
修
行
時
代
の
次
の
よ
う
な
記
事
も

見
ら
れ
る（

（
（

。

　
　

師
、
衆
に
在
り
し
時
、
普
請
鋤
茶
の
次
。
一
僧
、
喚
び
て
云
く
、
看
よ
、
俗
家
に
火
発
せ
り
。
師
云
く
、
那
裏
に
失
火
せ
ん
。
僧
云
く
、
儞
、

見
ず
や
。
師
云
く
、
見
え
ず
。
僧
云
く
、
這
の
瞎
漢
。
是
の
時
に
一
衆
、
皆
な
遠
上
座
の
敗
闕
と
謂
う
。
後
に
智
門
寛
和
尚
、
聞
き
て
云
く
、

須
ら
く
是
れ
我
が
遠
兄
に
し
て
始
め
て
得
し
。

こ
の
話
は
、
俗
家
か
ら
失
火
し
た
の
を
あ
る
僧
と
澄
遠
が
見
た
際
、
そ
の
や
り
と
り
を
示
し
な
が
ら
両
者
の
視
点
の
違
い
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
俗
家
か
ら
の
失
火
は
、『
法
華
経
』
譬
喩
品
に
あ
る
火
宅
の
喩
え
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
火
宅
の
喩
え
と
は
、
衆
生
が
こ
の
世
で

苦
し
ん
で
い
る
の
を
、
焼
け
つ
つ
あ
る
家
の
中
に
い
る
こ
と
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
失
火
し
た
俗
家
は
苦
の
俗
世
を
喩
え
て
お
り
、

澄
遠
は
そ
れ
を
「
見
え
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。
火
宅
の
中
の
俗
世
と
、
そ
の
外
の
世
界
で
あ
る
解
脱
の
世
界
の
両
者
が
別
な
ら
、
失
火
の
俗
家
も
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「
見
え
る
」
が
、
両
者
は
と
も
に
仏
の
世
界
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
点
で
別
無
し
と
い
う
こ
と
か
ら
、
違
い
が
「
見
え
ず
」
と
言
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
俗
家
か
ら
の
失
火
を
一
俗
事
と
し
か
見
て
い
な
い
僧
た
ち
は
、
仏
の
視
点
か
ら
世
界
を
見
て
い
る
澄
遠
の
視
点
が
理
解

で
き
ず
、
失
火
が
見
え
て
い
な
い
の
は
澄
遠
の
過
失
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
後
に
澄
遠
と
兄
弟
弟
子
の
智
門
師
寛
は
「
澄
遠
の
よ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
、
仏
の
視
点
か
ら
俗
世
と
解
脱
の
世
界
の
唯
一
無
二
を
言
っ
た
澄
遠
を
賞
賛
し
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
は
『
聯
灯
会
要
』
に
初
出
の
記
事
で
あ
り
、『
伝
灯
録
』
や
『
天
聖
広
灯
録
』（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
所
収
、
以
下
『
広
灯
録
』）
及
び

『
続
灯
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
歴
史
的
に
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
後
世
の
作
り
話
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言

え
よ
う
。

　

澄
遠
の
語
録
か
ら
は
、
澄
遠
が
住
し
た
寺
と
し
て
、
四
川
導
江
県
の
迎
祥
寺
天
王
院
、
香
林
禅
院
、
普
安
院
の
三
カ
所
が
見
え
る
。『
四
川
通
志
』

に
よ
る
と
、
迎
祥
寺
は
邛
州
の
東
四
五
里
に
、
香
林
禅
院
は
潼
川
府
三
台
県
の
北
八
〇
里
に
、
普
安
院
は
成
都
府
漢
州
の
西
南
一
〇
里
に
あ
る
と
い

う
（
（
（

。
香
林
禅
院
に
つ
い
て
は
、
明
代
に
朱
同
軌
が
著
し
た
「
重
修
香
林
寺
記
」
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
未
詳
で
あ
る
。

三
、
香
林
澄
遠
の
語
録
と
思
想

　

香
林
澄
遠
の
語
録
に
関
し
て
、
各
灯
史
を
比
較
し
た
の
が
以
下
の
表
で
あ
る
。
こ
の
表
は
『
伝
灯
録
』、『
広
灯
録
』、『
続
灯
録
』、『
聯
灯
会
要
』、

『
五
灯
会
元
』
の
各
灯
史
に
つ
い
て
、
上
堂
、
問
答
、
伝
記
の
三
つ
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
堂
及
び
問
答
の
単
位
は
則
数
で
あ
り
、
伝
記
の

単
位
は
文
字
数
と
す
る
。
括
弧
内
は
先
の
時
代
の
灯
史
と
比
較
し
た
時
に
、
そ
の
灯
史
に
初
出
の
も
の
の
則
数
で
あ
る
。
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〔
表
〕
各
灯
史
に
お
け
る
香
林
澄
遠
の
語
の
比
較

上
堂
〔
則
〕

問
答
〔
則
〕

伝
記
〔
文
字
〕

伝
灯
録

〇
（
〇
）

一
六
（
一
六
）

三
六

広
灯
録

〇
（
〇
）

八　
（
六
）

〇

続
灯
録

四
（
四
）

三
六
（
三
六
）

二
〇
八

聯
灯
会
要

一
（
〇
）

五　
（
〇
）

九
八

五
灯
会
元

一
（
〇
）

二
一　
（
〇
）

一
二
九

　

右
表
を
見
る
と
、『
聯
灯
会
要
』
と
『
五
灯
会
元
』
に
は
初
出
の
語
録
は
見
ら
れ
ず
、
既
存
の
灯
史
の
踏
襲
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、『
伝

灯
録
』、『
広
灯
録
』、『
続
灯
録
』
は
、『
広
灯
録
』
の
一
部
に
『
伝
灯
録
』
と
同
様
の
問
答
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
灯
史
に
は
な

い
問
答
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
上
堂
に
つ
い
て
は
『
続
灯
録
』
を
、
問
答
に
つ
い
て
は
『
伝
灯
録
』、『
広
灯
録
』、『
続
灯

録
』
に
所
収
の
も
の
を
読
解
し
た
上
で
論
を
進
め
れ
ば
良
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
―
一
、
上
堂
に
見
え
る
香
林
澄
遠
の
思
想

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
香
林
澄
遠
の
語
録
を
、
ま
ず
は
『
続
灯
録
』
所
収
の
上
堂
の
う
ち
、
二
則
を
見
て
い
く
。
最
初
の
上
堂
説
示
は
四
則
の

上
堂
の
う
ち
、『
五
灯
会
元
』
に
も
重
複
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

上
堂
そ
の
一（

（
（

　
　

�

師
云
く
、
是
れ
汝
ら
諸
人
、
尽
く
是
れ
鉢
囊
を
担
い
て
外
に
向
か
い
行
脚
せ
よ
。
還
た
性
を
識
得
す
る
や
。
若
し
識
得
せ
ば
、
試
み
に
出
で
来

た
り
て
道
い
て
看
よ
。
儞
、
若
し
識
得
せ
ず
ば
、
祇
だ
是
れ
人
に
熱
瞞
し
将
ち
去
ら
れ
ん
。
且
く
儞
ら
諸
人
に
問
う
。
是
れ
儞
の
参
学
、
日
夕

の
用
心
、
掃
地
煎
茶
、
遊
山
翫
水
、
儞
、
且
く
釘
釘
と
し
て
什
麼
を
喚
び
て
自
性
と
作
さ
ん
。
諸
人
ら
且
く
道
え
、
始
終
に
不
変
不
異
、
無
高

無
下
、
無
好
無
醜
、
不
生
不
滅
な
ら
ば
、
究
竟
、
何
れ
の
処
に
於
い
て
か
帰
せ
ん
や
。
諸
人
、
還
た
下
落
の
所
在
を
知
得
せ
ん
や
。
若
し
這
裏
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に
於
い
て
所
在
を
知
得
せ
ば
、
是
れ
諸
仏
の
解
脱
法
門
、
悟
道
見
性
な
り
。
始
終
に
疑
わ
ず
慮
ら
ず
、
一
任
に
横
行
せ
ば
、
一
切
人
も
儞
を
奈

何
と
も
せ
ず
。
出
言
吐
気
す
る
は
、
実
に
来
処
有
り
。
元
本
契
書
を
収
得
せ
よ
。
人
の
田
を
買
う
が
如
く
、
尚な

お乃
須
ら
く
元
本
契
書
を
得
べ

し
。
若
し
他
の
元
本
契
書
を
得
ざ
れ
ば
、
終
に
是
れ
穏
や
か
な
ら
ず
。
遮
さ
も
あ
れ
ば
あ
れ
莫
、
経
官
の
判
状
、
亦
た
是
れ
得
ざ
れ
ば
、
其
れ
元
本
契
書
を
収
得

せ
ざ
る
を
奈
ん
。
終
に
是
れ
奪
却
せ
ら
る
。
儞
等
諸
人
の
参
禅
学
道
、
亦
復
た
是
の
如
し
。
還
た
人
の
元
本
契
書
を
収
得
す
る
有
る
や
。
試
み

に
拈
出
し
て
看
よ
。
儞
、
且
く
什
麼
を
喚
び
て
元
本
契
書
と
作
さ
ん
。
諸
人
、
試
み
に
道
う
て
看
よ
。
若
し
是
れ
刢
利
の
底
な
ら
ば
、
纔
か
に

与
麼
の
説
著
を
聞
き
、
便
ち
去
処
を
知
る
。
若
し
去
処
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
外
辺
に
向
か
い
て
千
般
の
巧
妙
を
学
得
し
、
解
会
を
記
持
し
て
、
口

は
傾
河
に
似
た
れ
ど
も
、
終
に
究
竟
せ
ず
。
儞
の
自
己
と
天
地
の
ご
と
く
差
別
な
り
。
且
く
衣
鉢
下
に
去
き
、
体
当
に
尋
ね
覔
め
看
ん
。
若
し

箇
の
見
処
有
ら
ば
、
上
来
這
裏
に
て
、
老
僧
、
儞
と
証
明
せ
り
。
若
し
覔
め
得
ず
去
ら
ば
、
且
く
行
隊
に
依
れ
。

　

こ
の
説
示
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
最
初
は
、
行
脚
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
部
分
。
次
に
、
去
所
を
知
る
こ
と
を
田
の
売
買
に

喩
え
て
い
る
部
分
。
最
後
に
、
去
所
を
得
た
者
、
未
だ
得
な
い
者
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
示
衆
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
の
冒
頭
部
分
で
は
、「
是
れ
汝
ら
諸
人
、
尽
く
是
れ
鉢
囊
を
担
い
て
外
に
向
か
い
行
脚
せ
よ
」
と
全
て
の
人
が
行
脚
す
る
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、

行
脚
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、「
遊
山
翫
水
」
を
「
参
学
」「
日
夕
の
用
心
」「
掃
地
煎
茶
」
と
並
べ
て
修
行
の
一
環
と
し
て
提
起
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
行
脚
の
中
に
於
い
て
知
得
す
る
こ
と
が
「
諸
仏
の
解
脱
法
門
、
悟
道
見
性
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
境
地
で
疑
念
を
抱
か
ず
に
自

由
自
在
に
振
る
舞
え
ば
、
誰
も
そ
の
人
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
香
林
は
、
参
禅
学
道
を
田
の
売
買
に
喩
え
て
い
る
。
参
禅
学
道
で
去
所
を
知
る
こ
と
は
、
田
の
売
買
で
元
本
の
契
約
書
を
得
る
こ
と
と
同

じ
こ
と
な
の
だ
。
元
本
の
契
約
書
も
得
ず
、
政
府
の
判
決
状
も
な
け
れ
ば
、
つ
い
に
は
田
は
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
「
田
」
と
は
「
自
己
」
あ

る
い
は
「
本
来
の
面
目
」
の
こ
と
を
喩
え
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
元
本
の
契
約
書
と
は
行
脚
に
よ
っ
て
得
た
悟
り
の
こ
と
で
あ

り
、
経
官
の
判
状
と
は
師
匠
か
ら
の
印
可
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
香
林
は
そ
の
得
た
元
本
契
書
を
各
自
に
言
葉
に
出
し
て
言
っ
て
み
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、
香
林
は
こ
の
よ
う
な
説
示
に
対
し
、
練
達
の
者
な
ら
ば
こ
の
話
を
聞
い
た
と
た
ん
に
落
ち
所
が
わ
か
る
が
、
も
し
落
ち
所
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
外
に
向
か
っ
て
多
く
の
名
説
を
学
び
、
解
を
覚
え
て
お
り
、
流
利
な
言
葉
は
出
て
く
る
が
、
結
局
は
何
も
明
ら
め
て
な
い
。
こ
こ
で
言
う

「
外
に
向
か
っ
て
」
と
は
、
自
己
の
外
に
向
か
っ
て
と
い
う
意
味
と
、
叢
林
の
外
に
向
か
っ
て
―
即
ち
行
脚
―
と
い
う
意
味
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
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と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
己
を
明
ら
め
な
い
ま
ま
、
外
に
向
か
っ
て
求
め
て
い
る
だ
け
で
は
、
自
己
と
は
天
地
の
如
く
隔
た
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
さ
て
、
衣
鉢
の
下
に
行
き
、
さ
な
が
ら
に
考
え
て
み
な
さ
い
と
。
こ
の
衣
鉢
下
に
行
く
と
は
、
も
ち
ろ
ん
衣
鉢
は
僧
侶
の
生
活
に
必
要
な

道
具
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
衣
鉢
が
置
い
て
あ
る
自
身
の
部
屋
に
帰
っ
て
内
省
し
て
み
よ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
も
し
何
ら
か
の
見
所
が
あ
れ

ば
、
香
林
と
相
見
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
、
ま
だ
そ
の
見
所
を
得
ら
れ
ず
に
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
叢
林
で
修
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
。

　

次
に
見
る
上
堂
一
則
は
、『
続
灯
録
』
所
収
の
四
則
の
上
堂
の
う
ち
、『
聯
灯
会
要
』
に
重
複
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

上
堂
そ
の
二（

（
（

　
　

�

上
堂
に
云
く
、
諸
上
坐
、
古
往
今
来
祇
だ
是
れ
一
箇
の
無
事
の
人
な
り
。
造
作
せ
ず
、
攀
縁
せ
ず
、
所
得
無
し
。
一
念
に
相
応
す
れ
ば
、
後
の

有
を
受
け
ず
。
見
ず
や
、
病
悩
は
逼
迫
し
、
四
大
は
本
空
、
五
蘊
は
虗
仮
な
る
を
。
起
心
動
念
す
れ
ば
、
少わ
ず

か
な
疑
慮
有
り
。
尽
く
魔
民
に
属
と
り
つ
か

れ
、
皆
な
妄
想
に
落
つ
。
若
し
実
地
を
得
れ
ば
、
順
逆
皆
な
通
ず
。
実
際
の
理
地
は
、
法
の
情
に
当
た
る
無
し
。
凡
そ
施
設
有
る
も
、
前
塵
に

住
せ
ず
。
物
物
の
当
体
は
、
都す
べ

て
得
る
所
無
し
。
本
来
の
解
脱
は
、
功
成
を
仮
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
一
切
の
法
は
常
住
な
り
と
。
且
つ
儞
の
加

減
の
処
無
し
。
尽
十
方
法
界
、
一
塵
一
刹
、
頭
頭
に
並
て
是
れ
一
真
人
の
体
に
し
て
、
皆
な
是
れ
受
由
の
門
庭
な
り
。
若
し
此
を
離
れ
て
外
、

別
に
何
の
見
か
有
ら
ん
。
並
て
是
れ
捏
目
生
花
、
三
頭
二
首
、
外
道
邪
魔
、
鬼
神
の
群
隊
な
り
。
且
つ
本
性
に
編
入
せ
ず
。
儞
の
自
己
の
与

に
、
了
れ
ば
交
渉
無
し
。

　

こ
の
上
堂
の
冒
頭
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
人
は
本
来
無
事
の
人
で
あ
る
」
と
言
う
。
そ
の
本
来
の
「
造
作
せ
ず
、
心
が
外
境
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
得

る
も
の
が
無
い
状
態
」
を
一
念
に
相
応
し
て
し
ま
え
ば
、
輪
廻
か
ら
脱
し
て
解
脱
で
き
る
と
説
く
。
し
か
し
、
人
々
は
「
病
が
身
に
迫
っ
て
お
り
、

こ
の
身
は
本
来
空
で
あ
り
、
仮
の
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
な
い
故
に
、
雑
念
が
心
に
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
も
し
実
地
を
得
れ
ば
、
全
て
が

わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
地
と
は
「
本
来
は
法
と
し
て
知
覚
す
べ
き
も
の
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
教
化
を
行
っ
て
も
先
人

の
言
っ
た
こ
と
そ
の
ま
ま
説
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
仏
法
は
本
来
、
こ
の
世
界
に
已
に
現
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本

来
、
全
て
無
所
得
な
の
で
あ
る
。
本
来
の
解
脱
と
は
、「
功
徳
」
や
そ
れ
に
よ
っ
て
得
る
も
の
と
は
関
係
な
い
。
つ
ま
り
、「
功
徳
」
と
い
う
所
得
を

追
い
求
め
て
、
解
脱
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
一
切
法
常
住
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
。
こ
の

「
一
切
法
常
住
」
と
は
、
勝
鬘
経
の
如
来
真
実
義
功
徳
章
の
偈
に
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
道
理
に
は
人
が
介
入
す
る
余
地
は
無
い
。
こ
の
世
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界
の
全
て
の
人
が
こ
の
本
来
性
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
て
こ
れ
以
外
に
何
か
別
の
も
の
が
有
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
別
物
が
あ
る
と
す
る

の
は
全
て
外
道
の
類
い
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
説
き
な
が
ら
も
、
こ
の
施
設
は
、
悟
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、
何
の
関
係
も
無
い
、
無

意
味
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
上
堂
で
香
林
澄
遠
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
本
来
無
一
物
で
あ
り
、
無
事
の
人
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
は
「
不
造
作
、

不
攀
縁
、
無
所
得
」
で
よ
く
、
何
か
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
は
却
っ
て
だ
め
な
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
唐
代
禅
の
基
調
と
呼
ば
れ
た
馬
祖
の
考

え
方
に
近
く
、
そ
れ
は
次
項
で
略
説
す
る
通
り
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
二
つ
の
上
堂
は
、
そ
の
一
の
方
は
行
脚
の
重
要
性
を
、
そ
の
二
の
方
は
本
来
無
一
物
を
強
調
し
て
説
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
忽
滑
谷
氏
は
『
禅
学
思
想
史
』
に
お
い
て
、
上
堂
そ
の
一
を
「
見
性
」、
上
堂
そ
の
二
を
「
解
脱
」
を
説
い
た
も
の
と
し
、「
是
に

由
て
之
を
観
れ
ば
、
見
性
と
い
ひ
、
解
脱
と
い
ひ
、
唐
代
の
諸
師
が
唱
へ
た
る
所
と
糸
毫
も
減
ぜ
ず
。」
と
評
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
忽
滑
谷
氏
の
指
摘

は
要
を
得
て
い
る
と
言
え
る
が
、「
見
性
」
と
「
行
脚
の
重
要
性
」
の
関
係
、「
解
脱
」
と
「
本
来
無
一
物
」
の
関
係
を
も
う
少
し
見
て
い
き
た
い
。

　

一
つ
目
の
上
堂
で
は
、
澄
遠
は
ま
ず
「
行
脚
せ
よ
」
と
行
脚
の
必
要
性
を
示
し
つ
つ
も
、
自
性
や
下
落
の
所
在
の
識
得
こ
そ
が
悟
道
見
性
で
あ
る

と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
開
悟
の
人
は
自
由
自
在
で
あ
り
、
他
の
何
も
の
に
も
左
右
さ
れ
な
い
と
言
う
。
こ
れ
を
買
田
と
契
書
の
関
係
の
例
で
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
「
本
来
の
面
目
を
得
る
た
め
に
は
開
悟
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
澄
遠
の
考
え
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
上

堂
か
ら
は
、「
修
行
と
し
て
の
行
脚
の
必
要
性
」「
悟
道
見
性
と
い
う
開
悟
の
必
要
性
」
そ
し
て
「
修
行
の
結
果
と
し
て
の
悟
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
上
堂
で
は
、「
人
は
本
来
、
一
個
の
無
事
の
人
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
多
く
の
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
、
起
心

動
念
し
て
迷
妄
に
落
ち
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、「
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本
来
無
一
物
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
解
脱
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

三
―
二
、
問
答
よ
り
見
え
る
香
林
澄
遠
の
禅
―
平
常
無
事
に
つ
い
て

　
『
伝
灯
録
』、『
広
灯
録
』
及
び
『
続
灯
録
』
に
は
、
重
複
を
除
い
て
合
計
五
八
則
の
問
答
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
五
八
則
の
問
答
の
う
ち
、
多
く
の
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問
答
に
は
共
通
の
概
念
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

唐
代
禅
の
基
調
は
馬
祖
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
馬
祖
の
禅
は
「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」「
平
常
無
事
」
の
三
点
に
要
約
で
き
る
と
い
う
の

は
周
知
の
事
で
あ
る（

（
（

。
香
林
澄
遠
の
禅
は
、
こ
の
馬
祖
禅
の
三
点
の
考
え
方
の
特
徴
が
非
常
に
強
く
表
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
語
録
を
見
て
確
認

し
て
い
く（

（
（

。

　
　

�

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
云
く
、
覿
面
に
相
い
呈
す
。
更
に
余
事
無
し
。
僧
曰
く
、
十
二
時
中
に
如
何
に
か
履
践
せ
ん
。
師

云
く
、
気
力
を
用
い
ず
。

　

祖
師
西
来
意
、
即
ち
禅
の
極
意
を
聞
い
た
僧
に
対
し
、
香
林
澄
遠
は
ま
の
あ
た
り
に
互
い
に
現
れ
て
い
て
そ
の
他
に
は
何
も
無
い
と
答
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
の
あ
た
り
に
現
れ
た
自
己
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、
何
か
し
よ
う
と
い
う
気
力
を
用
い
る
必
要
は

な
い
、
つ
ま
り
は
あ
り
の
ま
ま
で
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
馬
祖
禅
で
言
う
「
平
常
無
事
」
を
言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
「
平
常
無
事
」
を
説
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
問
答
も
あ
る（

（
（

。

　
　

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
平
常
心
。
師
云
く
、
早
朝
に
は
不
審
。
晩
後
に
は
珍
重
。

　
「
不
審
」「
珍
重
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
早
朝
、
晩
後
に
す
る
挨
拶
の
言
葉
で
あ
る
。
平
常
心
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
香
林
澄
遠
は
、
朝
に
は

「
不
審
」、
晩
に
は
「
珍
重
」
と
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
そ
れ
に
他
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。

　

別
に
「
作
用
即
性
」
を
説
く
た
め
に
行
わ
れ
た
問
答
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る（
（（
（

。

　
　

�

問
う
、
大
道
の
真
源
、
如
何
に
か
到
る
を
得
ん
。
師
云
く
、
問
う
者
は
是
れ
誰
そ
。
僧
曰
く
、
何
の
道
業
を
作
せ
ば
即
ち
道
と
相
応
す
る
を
得

ん
。
師
云
く
、
儞
の
用
心
の
処
無
し
。

　

大
い
な
る
仏
道
の
真
源
に
ど
の
よ
う
に
た
ど
り
着
け
ば
良
い
の
か
と
聞
い
た
僧
に
対
し
、
香
林
澄
遠
は
「
そ
れ
を
問
う
て
い
る
の
は
誰
か
？
」
と

聞
き
返
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
発
問
者
の
問
い
に
問
い
で
聞
き
返
す
こ
と
は
、
自
己
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る（
（（
（

。
僧
は
さ
ら
に
問
い
を
進
め
、「
何
を
す
れ
ば
仏
道
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
香
林

澄
遠
は
「
心
を
働
か
せ
る
所
は
無
い
」
と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
は
「
作
用
即
性
」
を
説
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

修
行
僧
か
ら
の
問
い
に
、
自
己
に
気
づ
か
せ
る
た
め
の
問
い
で
返
す
と
い
う
問
答
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る（
（（
（

。

　
　

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
曰
く
、
歩
み
を
蹋
む
者
は
誰
そ
。
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同
じ
く
禅
の
極
意
を
聞
い
た
僧
に
対
し
、
歩
み
を
踏
む
者
は
誰
か
と
聞
き
返
し
て
い
る
。
今
、
歩
い
て
い
る
自
分
こ
そ
が
仏
に
他
な
ら
な
い
と
説

く
た
め
に
、
問
い
に
問
い
で
返
す
手
法
を
と
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
他
な
ら
ぬ
自
分
こ
そ
が
仏
で
あ
り
、
そ
こ
に
現
れ
た
働
き
が
仏
法
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
香
林
澄
遠
は
、
そ
の
極
意
は
決
し
て

秘
密
の
も
の
で
は
な
く
、
全
て
の
人
が
兼
ね
備
え
て
い
る
と
も
説
く
。
仏
法
が
密
意
か
ど
う
か
に
と
い
う
こ
と
つ
い
て
は
、
次
の
問
答
が
あ
る（
（（
（

。

　
　

問
う
、
師
子
窟
中
に
異
獣
無
け
れ
ば
、
香
林
の
密
意
、
何
人
に
か
付
さ
ん
。
師
云
く
、
此
の
一
問
、
闔
国
尽
く
知
る
。

　

弟
子
の
中
に
優
れ
た
者
が
い
な
け
れ
ば
、
香
林
の
密
意
は
誰
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
？
と
い
う
質
問
に
、
香
林
は
国
中
の
人
が
知
っ
て
い
る

と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
香
林
の
密
意
は
国
中
の
人
が
知
っ
て
お
り
、
即
ち
密
意
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

問
答
の
み
な
ら
ず
、
四
則
の
上
堂
の
う
ち
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（
（（
（

。

　
　

�

上
堂
に
云
く
、
悟
了
底
の
人
、
一
切
境
を
見
れ
ば
各
お
の
別
な
ら
ず
。
竹
は
是
れ
竹
。
木
は
是
れ
木
。
山
河
大
地
、
眼
睛
を
礙
げ
ず
。
儞
ら
諸

人
、
還
た
払
子
を
み
る
や
。
衆
、
語
無
し
。
便
ち
下
座
す
。

　

悟
っ
た
も
の
は
、
例
え
ば
竹
は
竹
、
木
は
木
と
い
う
よ
う
に
、
山
河
大
地
の
一
切
の
も
の
が
あ
り
の
ま
ま
に
見
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

現
実
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
馬
祖
の
禅
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

四
、
考
察

　

四
―
一
、
唐
宋
の
過
渡
期
の
禅
者
と
し
て

　

香
林
澄
遠
が
生
き
た
時
代
は
、
そ
の
伝
記
か
ら
も
生
没
年
が
（
九
〇
八
～
九
八
七
）
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
代
十
国
か
ら
北
宋
初
期
に
か
け
て

と
い
う
時
代
の
過
渡
期
に
あ
た
る
時
期
に
あ
る
。
香
林
澄
遠
は
、
そ
の
生
き
た
年
代
が
時
代
の
過
渡
期
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
伝
記
及
び
思
想

の
両
面
に
亘
っ
て
、
唐
代
と
宋
代
の
過
渡
期
の
特
徴
を
備
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

伝
記
的
な
側
面
で
は
、
香
林
澄
遠
は
、
彼
と
交
流
の
あ
っ
た
士
大
夫
と
し
て
、
嘉
王
宗
寿
と
宋
璫
の
二
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鈴
木
哲
雄
氏
は
宗

寿
と
宋
璫
に
つ
い
て
、（
宗
寿
は
）「
宗
教
を
擁
護
す
る
と
い
う
姿
勢
で
、
文
化
性
を
誇
示
し
た
同
時
代
に
共
通
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。」（
宋
璫
は
）



香
林
澄
遠
の
伝
記
と
思
想
（
角
田
）

二
七
〇

「
宗
寿
と
違
っ
て
宋
代
知
識
人
の
禅
宗
擁
護
の
タ
イ
プ
が
ま
ず
あ
ら
わ
れ
た
。」
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。
即
ち
、
澄
遠
は
五
代
の
特
徴
を
持
っ
た
士
大
夫
と

宋
代
の
特
徴
を
持
っ
た
士
大
夫
の
両
者
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
時
代
の
過
渡
期
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
唐
代
禅
及
び
宋
代
禅
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
し
な
い
が
、
禅
思
想
的
な
側
面
で
は
、
唐
代
禅
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
馬
祖

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」「
平
常
無
事
」
の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
禅
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
馬
祖
禅
を
基

調
と
し
、「
作
用
即
性
」
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
、
現
実
態
に
対
し
て
そ
の
現
実
態
を
作
用
さ
せ
る
本
来
性
―
所
謂
「
這
箇
」
あ
る
い
は
「
主
人
公
」

な
ど
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
も
の
―
を
提
起
す
る
、
石
頭
系
の
禅
者
に
多
く
見
ら
れ
る
考
え
方
が
現
れ
た（
（（
（

。
あ
る
い
は
時
代
が
下
る
と
、「
平
常

無
事
」
よ
り
生
じ
る
修
行
不
要
論
あ
る
い
は
開
悟
不
要
論
的
な
考
え
方
に
対
し
て
、
行
脚
や
公
案
へ
の
参
究
等
の
修
行
を
経
て
開
悟
す
る
必
要
性
を

説
く
禅
者
も
現
れ
た
。

　

一
方
、
宋
代
禅
と
は
制
度
化
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
川
隆
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

　
　

�　

宋
代
の
禅
は
、
一
言
で
い
え
ば
禅
の
制
度
化
の
時
代
で
あ
る
。
制
度
化
と
い
う
の
は
、
禅
宗
が
社
会
的
な
政
治
・
経
済
の
制
度
の
う
ち
に
組

み
込
ま
れ
た
と
い
う
意
味
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
禅
宗
内
部
の
機
構
や
修
行
形
態
が
制
度
的
に
整
備
・
規
格
化
さ
れ
た
と
い
う
意
味
の
、
内
外
二

重
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
今
、
修
行
の
面
に
つ
い
て
の
み
言
え
ば
、
宋
代
の
禅
は
「
公
案
禅
」
の
時
代
と
言
え
る
。
禅
門
共
有
の
古
典
と

し
て
収
集
・
選
択
さ
れ
た
先
人
の
問
答
の
記
録
「
公
案
」、
そ
れ
を
課
題
と
し
て
参
究
す
る
こ
と
が
修
行
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
公
案
禅
の
説
明
が
さ
れ
る
が
、
宋
代
の
禅
は
「
公
案
の
参
究
」
が
修
行
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
小
川
氏
は

『
碧
巌
録
』
の
評
唱
よ
り
圜
悟
克
勤
の
禅
に
つ
い
て
、「
無
事
→
大
悟
徹
底
→
無
事
」
と
い
う
円
環
の
論
理
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。
公
案
の
参
究
と

い
う
修
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
無
事
を
打
破
し
て
大
悟
徹
底
を
経
て
、「
本
来
無
事
」
に
回
帰
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
香
林
の
禅
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
「
悟
道
見
性
」
と
「
本
来
無
事
」
と
い
う
二
つ
の
面
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
面
は

一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
も
の
に
も
見
え
る
が
、
右
の
円
環
の
論
理
と
同
様
の
論
理
と
見
れ
ば
矛
盾
無
く
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
圜
悟

は
北
宋
末
に
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ
る
た
め
、
圜
悟
の
円
環
の
論
理
と
同
様
の
解
釈
が
で
き
る
上
堂
が
香
林
の
上
堂
か
ら
見
い
だ
せ
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
香
林
の
説
法
に
は
、
圜
悟
の
説
法
に
見
え
る
よ
う
な
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
を
無
条
件
に
肯
定
す

る
こ
と
に
対
す
る
明
確
な
批
判
や
、
円
環
の
論
理
を
一
つ
の
形
式
の
整
っ
た
論
理
―
即
ち
「
無
事
―
（
公
案
の
参
究
に
よ
る
修
行
）
→
大
悟
徹
底
→

本
来
無
事
」
と
い
う
形
式
―
と
し
て
提
唱
す
る
節
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
香
林
の
禅
は
制
度
化
さ
れ
た
あ
る
い
は
整
理
さ
れ
た
も
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の
は
な
い
た
め
、
宋
代
禅
の
特
徴
を
完
全
に
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
円
環
の
論
理
の
重
要
な
一
端
、

即
ち
「
悟
の
必
要
性
」
が
説
か
れ
、「
公
案
へ
の
参
究
」
と
「
行
脚
」
と
い
う
修
行
方
法
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
修
行
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い

る
こ
と
が
見
え
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
本
来
無
事
」
と
い
う
馬
祖
禅
の
特
徴
と
言
え
る
側
面
を
説
き
つ
つ
、
そ
こ
に
「
行
脚
の
必
要
性
」
や
「
悟
道
の
必
要
性
」
を
説

い
て
い
る
部
分
を
見
れ
ば
、
香
林
の
禅
が
単
に
馬
祖
禅
の
枠
内
に
留
ま
ら
な
い
、
換
言
す
れ
ば
唐
代
禅
と
宋
代
禅
の
中
間
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

四
―
二
、
雲
門
の
後
継
者
と
し
て

　

最
後
に
、
香
林
澄
遠
と
そ
の
師
で
雲
門
宗
の
祖
で
あ
る
雲
門
文
偃
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

雲
門
の
伝
記
及
び
思
想
に
つ
い
て
、
略
述
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（
（（
（

。

　
　

�　

雲
門
は
長
江
下
流
嘉
興
の
出
身
で
あ
り
、
西
晋
の
文
人
張
翰
か
ら
一
三
代
目
の
末
裔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
嘉
興
の
空
王
寺
の
志
澄
律
師
の

も
と
で
童
行
と
な
り
、
出
家
、
受
戒
を
す
る
。
長
じ
て
志
澄
の
も
と
を
離
れ
、
睦
州
道
蹤
（
生
没
年
不
明
）
に
参
じ
た
後
、
嗣
法
の
師
と
な
る

雪
峰
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
の
会
下
に
入
る
。
雪
峰
の
も
と
で
付
法
さ
れ
た
雲
門
は
一
七
年
間
の
遊
方
を
経
て
韶
州
の
霊
樹
如
敏
（
？
～

九
一
八
）
の
会
下
に
至
る
。
如
敏
の
没
後
、
霊
樹
院
の
住
持
の
位
を
嗣
ぐ
が
、
程
な
く
し
て
南
漢
の
高
祖
の
許
し
を
得
て
雲
門
山
に
寺
を
開
い

た
。
雲
門
山
に
て
三
〇
年
住
持
し
、
弟
子
の
育
成
に
努
め
た
後
、
同
山
に
お
い
て
示
寂
。
八
六
才
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

雲
門
の
思
想
に
つ
い
て
の
詳
述
は
本
論
文
で
は
し
な
い
が
、
雲
門
の
禅
を
代
表
す
る
言
葉
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、「
顧
鑑
咦
」
に
代

表
さ
れ
る
「
一
字
禅
」
や
、
あ
る
い
は
所
謂
「
雲
門
三
句
」
と
言
わ
れ
る
「
函
蓋
乾
坤
」「
截
断
衆
流
」「
随
波
逐
浪
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

�　

一
方
で
、
雲
門
に
つ
い
て
、
雲
門
五
世
の
仏
印
了
元
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
雲
門
は
説
法
に
お
い
て
、
弟
子
た
ち
に
そ
の
語
を
記
さ

れ
る
の
を
嫌
い
、
弟
子
た
ち
が
自
ら
の
語
を
記
し
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
つ
か
さ
ず
怒
っ
た
。
今
日
、
雲
門
の
室
中
対
機
の
語
が
残
っ
て
い

る
の
は
、
弟
子
の
香
林
澄
遠
や
明
教
師
寛
が
紙
を
使
っ
て
衣
を
作
り
、
雲
門
の
語
を
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
に
記
し
て
い
た
か
ら
だ
と
。
入
矢

義
高
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
「
雲
門
に
は
ひ
と
所
に
留
ま
る
こ
と
を
自
ら
に
許
さ
な
い
」
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
雲
門
は
自
ら
が
固
定
化
す
る
の

を
嫌
い
、
ま
た
同
様
に
自
ら
の
語
が
公
案
と
し
て
後
世
に
お
い
て
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
で
あ
る
。
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�　

ま
た
、
雲
門
の
特
徴
の
い
ま
一
つ
は
、
長
年
に
亘
る
行
脚
生
活
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
鈴
木
哲
雄
氏
は
、
福
建
及
び
浙
江
―
そ
れ

は
当
時
最
も
隆
盛
だ
っ
た
法
眼
宗
あ
る
い
は
雪
峰
下
の
禅
僧
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
た
地
域
で
あ
る
が
―
に
お
け
る
禅
僧
の
他
所
と
の

流
出
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
隣
地
で
あ
る
浙
江
福
建
間
の
移
動
は
多
く
み
ら
れ
る
も
の
の
、
中
原
地
域
や
四
川
地

方
へ
の
移
動
を
し
た
者
は
少
数
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雲
門
は
雪
峰
参
学
の
前
に
も
諸
方
を
行
脚
し
、
さ
ら
に
付
法
の
後
も
一
七
年
に

及
ぶ
遊
方
を
し
て
い
る
。

　

香
林
澄
遠
が
雲
門
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
論
文
の
中
で
見
て
き
た
香
林
の
禅
の
中
に
は
、
師
で
あ
る
雲
門
の
禅
の

ど
の
部
分
が
受
け
継
が
れ
、
ど
の
部
分
が
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

語
録
の
上
堂
の
項
で
先
述
の
通
り
、
香
林
澄
遠
の
特
徴
と
し
て
「
行
脚
に
よ
る
修
行
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
香
林
澄
遠
は
四
川
で
出
生
・
得
度
し
、

広
東
の
雲
門
の
下
に
参
じ
、
や
が
て
四
川
に
帰
っ
て
宗
風
を
宣
揚
し
て
い
る
。
こ
の
長
距
離
の
行
脚
と
い
う
経
歴
は
、
師
の
雲
門
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
行
脚
を
上
堂
に
お
い
て
重
要
な
修
行
と
し
て
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
香
林
が
行
脚
を
重
要
視
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
香
林
の
語
録
を
見
て
み
れ
ば
、「
拄
杖
」
の
よ
う
な
特
定
の
道
具
が
多
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
何
か
特
定
の
一
語
が
多
用
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。「
一
字
禅
」
や
「
雲
門
三
句
」
の
よ
う
に
何
か
特
定
の
集
約
し
た
言
葉
が
、
後
世
の
学
僧
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
宗
風
は
、
香
林
が
師
の
雲
門
と
は
違
う
点
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

雲
門
の
「
固
定
化
に
対
す
る
抵
抗
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
香
林
の
語
録
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る（
（（
（

。

　
　

僧
問
う
、
美
味
の
醍
醐
、
什
麼
の
為
に
変
じ
て
毒
薬
と
成
ら
ん
。
師
曰
く
、
導
江
の
紙
。

　

美
味
の
醍
醐
、
即
ち
仏
祖
の
説
法
が
、
ど
う
し
た
ら
毒
薬
、
即
ち
修
行
僧
の
悟
り
を
妨
げ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
導
江
が
香
林
の
住
し

た
導
江
県
迎
祥
寺
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
仏
祖
の
説
法
が
「
導
江
の
紙
」
に
よ
っ
て
妨
げ
と
な
る
と
香
林
は
説
い
て
い
る
。
こ
の

「
導
江
の
紙
」
と
は
、
紙
の
上
に
書
か
れ
た
文
字
・
語
録
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
修
行
僧
に
対
し
て
そ
の
場
の
状
況
に
よ
り
臨
機
応

変
に
説
か
れ
た
説
法
が
文
字
に
起
こ
さ
れ
て
語
録
と
な
れ
ば
、
文
字
と
し
て
情
報
に
残
ら
な
い
部
分
―
例
え
ば
そ
の
場
の
状
況
や
師
弟
間
で
の
暗
黙

の
共
有
知
識
な
ど
―
は
、
後
世
に
そ
の
語
録
を
読
む
人
間
に
は
、
当
然
伝
わ
り
に
く
く
な
る
。
そ
の
場
の
状
況
や
説
法
を
聞
く
僧
の
力
量
な
ど
を
考

慮
し
て
言
葉
に
反
映
さ
れ
た
生
き
生
き
と
し
た
説
法
が
、
文
字
に
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
断
片
的
な
あ
る
い
は
固
定
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
し
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ま
う
。
こ
の
よ
う
に
文
字
化
さ
れ
て
「
断
片
的
に
」
あ
る
い
は
「
固
定
化
さ
れ
た
」
語
録
は
、
時
と
し
て
、
後
世
に
そ
れ
を
参
学
す
る
も
の
に
と
っ

て
毒
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
。
香
林
澄
遠
は
そ
の
よ
う
に
説
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
香
林
の
問
答
は
、

雲
門
の
「
固
定
化
に
対
す
る
抵
抗
」
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

香
林
の
伝
記
に
は
、
最
後
の
示
衆
と
し
て
「
老
僧
四
十
年
来
、
不
能
打
得
成
一
片
」
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る（
（（
（

。
こ
の
「
不
能
打
得
成
一
片
」
と

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
漢
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
打
成
一
片
」
と
は
「
違
う
も
の
が
融
合
し
て
一
つ
の
全
体
と
し
て
円
成
す

る
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
香
林
は
、「
四
〇
年
間
、
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
一
つ

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
は
、
仏
祖
と
し
て
円
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

「
仏
祖
」
の
中
に
、
特
に
自
ら
の
師
で
あ
る
雲
門
を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
自
ら
の
死
に
際
し
、
師
の
雲
門
と
自
分
を
比
べ
た

時
、
そ
こ
に
は
師
の
雲
門
に
は
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
雲
門
へ
の
畏
敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
）	

鈴
木
哲
雄
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』
四
頁
～
五
頁

（
２
）	『
聯
灯
会
要
』
巻
二
六
（〔
続
蔵
〕
第
七
九
冊
二
二
八
頁
）

	

　

�

師
在
衆
時
、
普
請
鋤
茶
次
。
一
僧
喚
云
、
看
、
俗
家
火
発
。
師
云
、
那

裏
失
火
。
僧
云
、
儞
不
見
那
。
師
云
、
不
見
。
僧
云
、
這
瞎
漢
。
是
時
一

衆
、
皆
謂
遠
上
座
敗
闕
。
後
智
門
寛
和
尚
、
聞
云
、
須
是
我
遠
兄
始
得
。

（
３
）	『
四
川
通
志
』（
嘉
慶
二
一
年
重
修
本
、
楊
芳
燦
他
撰
）
巻
三
八
、
巻
四

二
、
巻
四
三

（
４
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
八
頁
）

	

　

�

師
云
、
是
汝
諸
人
、
尽
是
担
鉢
囊
向
外
行
脚
。
還
識
得
性
也
未
。
若
識

得
、
試
出
来
道
看
。
儞
若
識
不
得
、
祇
是
被
人
熱
瞞
将
去
。
且
問
儞
諸

人
。
是
儞
参
学
、
日
夕
用
心
、
掃
地
煎
茶
、
遊
山
翫
水
、
儞
且
釘
釘
喚

什
麼
作
自
性
。
諸
人
且
道
、
始
終
不
変
不
異
、
無
高
無
下
、
無
好
無
醜
、

不
生
不
滅
、
究
竟
帰
於
何
処
。
諸
人
還
知
得
下
落
所
在
也
未
。
若
於
這

裏
知
得
所
在
、
是
諸
仏
解
脱
法
門
、
悟
道
見
性
。
始
終
不
疑
不
慮
、
一

任
横
行
、
一
切
人
不
奈
儞
何
。
出
言
吐
気
、
実
有
来
処
。
収
得
元
本
契

書
。
如
人
買
田
、
尚
乃
須
得
元
本
契
書
。
若
不
得
他
元
本
契
書
、
終
是

不
穏
。
遮
莫
、
経
官
判
状
、
亦
是
不
得
、
其
奈
不
収
得
元
本
契
書
。
終

是
被
奪
却
。
儞
等
諸
人
参
禅
学
道
、
亦
復
如
是
。
還
有
人
収
得
元
本
契

書
麼
。
試
拈
出
看
。
儞
且
喚
什
麼
作
元
本
契
書
。
諸
人
試
道
看
。
若
是

刢
利
底
、
纔
聞
与
麼
説
著
、
便
知
去
処
。
若
不
知
去
処
、
向
外
辺
学
得

千
般
巧
妙
、
記
持
解
会
、
口
似
傾
河
、
終
不
究
竟
。
与
儞
自
己
天
地
差

別
。
且
去
衣
鉢
下
、
体
当
尋
覔
看
。
若
有
箇
見
処
、
上
来
這
裏
、
老
僧

与
儞
証
明
。
若
覔
不
得
去
、
且
依
行
隊
。
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二
七
四

（
５
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
八
頁
）

	

　

�

上
堂
云
、
諸
上
坐
、
古
往
今
来
祇
是
一
箇
無
事
人
。
不
造
作
、
不
攀
縁
、

無
所
得
。
一
念
相
応
、
不
受
後
有
。
不
見
、
病
悩
逼
迫
、
四
大
本
空
、

五
蘊
虗
仮
。
起
心
動
念
、
有
少
疑
慮
。
尽
属
魔
民
、
皆
落
妄
想
。
若
得

実
地
、
順
逆
皆
通
。
実
際
理
地
、
無
法
当
情
。
凡
有
施
設
、
不
住
前
塵
。

物
物
当
体
、
都
無
所
得
。
本
来
解
脱
、
不
仮
功
成
。
故
曰
、
一
切
法
常

住
。
且
無
儞
加
減
処
。
尽
十
方
法
界
、
一
塵
一
刹
、
頭
頭
並
是
一
真
人

体
、
皆
是
受
由
門
庭
。
若
離
此
外
、
別
有
何
見
。
並
是
捏
目
生
花
、
三

頭
二
首
、
外
道
邪
魔
、
鬼
神
群
隊
。
且
不
編
入
本
性
。
与
儞
自
己
、
了

無
交
渉
。

（
６
）	

忽
滑
谷
快
天
『
禅
学
思
想
史
』
下
、
五
四
頁
～
五
五
頁

（
７
）	

小
川
隆
『
続
・
語
録
の
こ
と
ば
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
）
ⅲ
頁

（
８
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
七
頁
）

	

　

問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
云
、
覿
面
相
呈
。
更
無
餘
事
。

（
９
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
八
頁
）

	

　

問
、
如
何
是
平
常
心
。
師
云
、
早
朝
不
審
。
晩
後
珍
重
。

（
⓾
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
七
頁
）

	

　

�

問
、
大
道
真
源
、
如
何
得
到
。
師
云
、
問
者
是
誰
。
僧
曰
、
作
何
道
業

即
得
与
道
相
応
。
師
云
、
無
儞
用
心
処
。

（
⓫
）	

小
川
隆
『
臨
済
録
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
三
四
頁

（
⓬
）	『
伝
灯
録
』
巻
二
二
（〔
大
正
蔵
〕
第
五
一
冊
三
八
七
頁
）

	

　

問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
曰
、
蹋
歩
者
誰
。

（
⓭
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
七
頁
）

	

　

�

問
、
師
子
窟
中
無
異
獣
、
香
林
密
意
付
何
人
。
師
云
、
此
之
一
問
、
闔

国
盡
知
。

（
⓮
）	『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
八
頁
）

	

　

�

上
堂
云
、
悟
了
底
人
、
見
一
切
境
各
不
別
。
竹
是
竹
。
木
是
木
。
山
河

大
地
、
不
礙
眼
睛
。
儞
諸
人
還
見
払
子
麼
。
衆
無
語
。
便
下
座
。

（
⓯
）	

鈴
木
哲
雄
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』
五
頁

（
⓰
）	

小
川
隆
『
続
・
語
録
の
こ
と
ば
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
）
ⅳ
頁

（
⓱
）	

こ
れ
に
つ
い
て
の
過
程
は
、
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
』（
禅
文
化
研
究

所
、
二
〇
〇
七
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
⓲
）	

小
川
隆
『
続
・
語
録
の
こ
と
ば
』
ⅳ
頁
～
ⅴ
頁

（
⓳
）	

拙
稿
「
智
門
光
祚
の
伝
記
と
思
想
」（「
宗
教
学
論
集
」
第
三
五
輯
所
収
、

駒
沢
宗
教
学
研
究
会
、
二
〇
一
六
）
一
〇
三
頁
～
一
〇
五
頁

	

尚
、
当
該
引
用
箇
所
は

	

　

永
井
政
之
『
雲
門
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
）

	

　

入�

矢
義
高
「
雲
門
と
の
機
縁
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
号
所

収
、
一
九
九
一
）

	
　

鈴�

木
哲
雄
「
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
三
号
（
一
九
七
三
）
所

収
「
唐
五
代
時
代
の
福
建
に
お
け
る
禅
宗
」

	

　

鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
禅
宗
史
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
五
）

	

を
参
照
し
て
あ
る
。

（
⓴
）	『
伝
灯
録
』
巻
二
二
（〔
大
正
蔵
〕
第
五
一
冊
三
八
七
頁
）
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五

僧
問
、
美
味
醍
醐
、
為
什
麼
変
成
毒
薬
。
師
曰
、
導
江
紙
。

（
㉑
）『
続
灯
録
』
巻
二
（〔
続
蔵
〕
第
七
八
冊
六
四
七
頁
）

　

老
僧
四
十
年
来
、
不
能
打
得
成
一
片

※
補
註但

し
、〔
註
〕（
⓴
）
の
解
釈
に
は
注
意
を
要
す
る
。『
広
灯
録
』
巻
二
〇
に
は

　

問
、
美
味
醍
醐
、
為
什
麼
変
成
毒
薬
。
師
云
、
道
江
紙
貴
。（〔
続
蔵
〕
第

七
八
冊
五
二
二
頁
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
伝
灯
録
』
所
収
の
問
答
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。「
道
江
」
は
「
導
江
」
と
同
様
に
、
香
林
澄
遠
が
住
し
て
い
た
寺
の

名
前
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。「
貴
」
の
詳
細
な
解
釈
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
が
、
筆
者
の
現
時
点
で
の
解
釈
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
上

げ
て
お
き
た
い
。

　

①
「
道
江
の
紙
は
貴
い
」
と
い
う
あ
り
の
ま
ま
の
現
実
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
る
こ
と
。
即
ち
、
現
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
肯
定
こ
そ
が
、
毒
薬

と
な
る
と
い
う
こ
と
。

　

②
道
江
の
紙
を
貴
い
と
す
る
。
即
ち
、
香
林
の
語
が
書
か
れ
た
紙
を
貴

重
な
も
の
と
見
な
し
、
語
録
を
絶
対
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
毒
薬
と

な
る
と
い
う
こ
と
。

い
ず
れ
の
解
釈
に
せ
よ
、
今
後
の
検
討
課
題
が
残
る
が
、
本
論
文
で
見

て
き
た
香
林
の
思
想
を
見
る
限
り
で
は
、
①
の
解
釈
で
は
矛
盾
す
る
た
め
、

②
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

尚
、〔
大
正
蔵
〕
及
び
〔
続
蔵
〕
に
所
収
の
語
録
を
見
る
限
り
で
は
、
後

世
の
語
録
に
お
い
て
、
こ
の
問
答
が
所
収
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
一
一
見
ら

れ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
〇
カ
所
は
「
貴
」
の
あ
る
『
広
灯
録
』
か
ら
の
引

用
で
あ
り
、「
貴
」
の
な
い
も
の
は
一
カ
所
の
み
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

香
林
澄
遠
、
雲
門
宗
、
唐
代
禅
宗
、
宋
代
禅
宗




